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小田原労働基準監督署　署　長 本
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小田原労働基準監督署管内の休業4日以上の労
働災害は増加傾向にあり、死亡災害は残念ながら
令和5年に7件発生してしまいました。

近年は、高年齢労働者の労働災害や転倒や腰痛
などの労働者の作業行動に起因する死傷災害が多
くを占め、死亡災害は墜落・転落などによるものが
依然として後を絶ちません。

このような状況の下、労働者が安全で安心して働
くことができる職場環境を築くためには、昨年度か
らスタートした「第14次労働災害防止計画」に基づ
き、労使双方が労働災害防止のための基本ルール

令和６年度

を徹底し、労使一丸となった取り組みが求められる
ところです。

このような背景等を踏まえ、本年度は、
「危険に気付くあなたの目

そして摘み取る危険の芽
みんなで築く職場の安全」

をスローガンに全国安全週間が展開されます。
皆様方におかれましては、この安全週間を契機

として労働災害防止の重要性について認識をさらに
深めていただき、引き続き職場における自主的安全
管理活動の定着が図られますようお願いいたします。

令和６年度全国
安全週間小田原地
区推進大会が、６月
７日（金）にリアル及
びリアルタイム配信
により開催され参加
しました。

冒頭、小田原労働基準監督署の本間署長より
「全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて
以来、一度も中断することなく続けられ今年で97
回目を迎えていること、その間、長期的には労働災
害は減少傾向にありますが、最近は死傷災害が増
加傾向にあり第14次労働災害防止計画では労使双
方で基本ルールを徹底する取り組みが必要という
趣旨説明がありました。引き続いて、磯﨑安全衛生
課長より令和６年度安全週間の実施事項の詳細説
明があり、取り組みの必要性を共有する場となりま
した。

続いて、神奈川労務安全衛生協会小田原支部安
全部会の須田様より第14次労働災害防止計画で重
点課題となっている「転倒災害防止」について、支
部独自に2020年度から実施している災害アンケー
トの結果報告がありました。安全部会では、「対策
実践無いところに成果は生まれない」という信念の

もと、対策を「環境の安全力アップ」と「個人の安
全力アップ」に分類し、これらの実践をアウトプット
指標として引き続き活動を継続するとの報告があ
りました。

特別講演では「ゼロ災運動のこれから～Beyond 
Zero～」と題し、中央労働災害防止協会 教育ゼロ
災推進部の武井勝一様よりお話を頂きました。中
災防が提唱した「ゼロ災運動」は昨年50周年を迎
え、今年は、中災防設立60周年ということで「次な
るゼロ災運動」にむけて、「働きがい」「健康づく
り」は、職業生活を続けるために必要なものであり、
「ゼロ災」「ゼロ疾病」を目指し、「ゼロを超えてい

く」ということで「ビヨン
ド・ゼロ」という非常にわ
かりやすく、これからやる
べきことが実感できたご
講演でした。

今回の推進大会に参加し、いかにスロ−ガンであ
る「危険に気付くあなたの目 そして摘み取る危険
の芽 みんなで築く職場の安全」が重要であること
を再認識いたしました。スロ−ガンを目標に今後も
安全衛生活動を実施していきたいと思います。

（わかもと製薬株式会社　金子勝彦）

V第97回全国安全週間 V
 小田原地区推進大会に参加して
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小田原労働基準監督署からのお知らせ 

みんなで防ごう 熱中症！ 

いつでも、どこでも、だれでも、条件次第でかかるのが熱中症です。 

特に労働しているときなどは発症しやすく、症状が深刻なときは命の危険にさらされるこ

ともあります。正しい知識と適切な予防法があれば、未然に防ぐこともできるので、熱中症

にかかる前からきちんと対策をして、暑い夏を乗り切りましょう。 

〇熱中症予防 その１     水分・塩分は こまめに補給！ 

〇熱中症予防 その２     涼しいところで 休憩！ 

〇熱中症予防 その３     「おかしいな？」と思ったら すぐ報告！ 

大変 !!
熱中症じゃない !?

どうしよう
熱が引かない!?

ここに横になって!

水分補給をしないと!

絶対に一人に
させないこと!

水よりスポーツドリンク!
塩分や糖分を摂った方がいい!

こういうときは、首やワキの下、
太ももの太い血管の上を
冷やした方がいいんですって

自力で水分補給できない場合などは
医療機関へ連絡・搬送しよう

ここで紹介した
処置はあくまで応急手当 !よかった！

これからは気分が悪くなったら
すぐ報告してね

あとは、血管が多く集まる
手足も冷やそう

ラクにして

熱中症が発生！  その時どうする？

WBGT値を活用しよう
WBGT値のリスク区分（例）

注意

25℃未満

警戒

25～28℃

厳重警戒

29～31℃

危険

31℃以上

ＷＢＧＴ値は「暑さ指数」ともいい、熱中症のリスクが判断できます。
気温だけでなく、湿度や太陽から反射した熱（輻射熱）も考慮した値*です。

ＷＢGＴ値の状況と予測は、環境省熱中症予防情報サイトに掲載されています。作業開始前にチェックしましょう！

企画・作成： みずほ情報総研株式会社（厚生労働省委託事業「安全管理支援事業 / 安全衛生教育教材の作成」受託者）、株式会社サイドランチ（作成協力）

❶日頃からウォーキングなど軽い運動
　を行い、身体を暑さに慣らしておこう！

熱中症予防

❷作業中は、小まめに水分・塩分を摂ったり
　冷たいもので手足を冷やしたりしよう！

1応急手当 その

涼しい場所に避難！

3応急手当 その

スポーツ飲料で水分補給！
4応急手当 その

身体を冷やそう！

2応急手当 その

衣類をゆるめる

プラス

熱中症についての情報はこちら
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html

環境省 熱中症予防情報サイト 　    検索
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労働災害発生状況

新たに着任した職員からの挨拶
安全衛生課長 磯﨑 有貴

この度、小田原労働基準監督署の安全衛生課長に着任いたしました磯﨑でございます。地元で
あるこの地域で働くことができ、大変光栄に思っております。
私の出身地であり、親しみ深いこの地域において、労働者の皆様の安全と健康を守るための活

動に尽力できることを非常に嬉しく感じており、これまでの経験を活かし、災害防止の推進に一
層取り組んでまいります。
皆様のご協力とご支援を賜りますよう、心よりお願い申しあげます。
どうぞよろしくお願い申し上げます。



 

令和5年発生の労働災害統計
は令和6年５月27日付けで厚生
労働省の報道発表により確定
しました。
これは、令和5年1月1日から

令和5年12月31日までに発生し
た休業4日以上の労働災害に基
づき提出された労働者死傷病
報告（様式第23号）の受理件
数について、統計を作成する
に当たっての締切日を設け、
統計数値として確定を行った
ものです。
当署管内における令和5年の

新型コロナウイルス感染症の
り患によるものを除いた労働
災害による死傷者数は384人と
前年（378人）に対して6人(＋
1.6％)の増加となり、残念なこ
とに死亡者数は7人となってい
ます。
死亡災害はもとより、労働

災害はあってはならないもの
であり、各事業場におかれま
しては、より一層の労働災害
防止への取り組みをお願いし
ます。
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今年度も部会紹介シリーズ第２弾として、小田原支部の役員企業が行っている活動を各部会にまつわる
テーマでご紹介していきます。

初めに広報部会からは、部員会社の「広報活動および情報共有方法」をご紹介します。
各社の取り組みを参考に、新しい発見に繋げていただけると幸いです。

ITを活用した情報共有

毎月、給与明細と安全衛生資料
を配信しており、従業員はスマ
ホでいつでも確認することがで
きます。内容は、前月発生事故
や対策・発生した事故予防ルー
ル・法改正に伴う社内実施事項
や社内提案者名一覧等で、社内
情報共有に努めております。

㈱東海ビルメンテナス 髙木

日本新薬では、工場の PC・携帯
でいつでもどこでも閲覧できる掲
示板を活用して、労安協の講習
会の開催情報など安全衛生関連
の情報をタイムリーに従業員へ周
知しております。ヒヤリハット報
告は、アンケート機能を活用し、
PC で簡単に提出できるようにし
ております。

日本新薬㈱ 堂前

小田原ガスでは半期に一度『おだ
わら花壇』というブランディング
誌を発行しています。地域エネル
ギー企業として、最新ガス機器紹
介、リフォーム事例紹介、ガス展
などのイベント紹介、県西地区の
お店紹介をしています。

小田原ガス㈱ 細谷

安全パトロールの実施結果を踏
まえ各職場の管理者を対象とした
研修会を実施しています。
本年４月に会社組織の再編を行
いましたが、安全衛生活動を全
社一体となって取り組むための施
策として、継続して実施していき
ます。

㈱小田急箱根 米山

社内イントラネットを通じて、産
業保健スタッフより「保健師が気
になる記事」として、日々の健康
に役立つ情報や健康診断情報そ
の他健康管理に関するお知らせ記
事などを毎月定期的に社員へ発信
しています。

第一三共ケミカルファーマ㈱ 大石

ミクニでは、社内イントラネット
で健康に関する限定動画を従業
員に公開しています。
QR コードでスマホや自宅でも閲
覧できるようにし、家族含めて健
康に関する意識の向上とその対
策に取り組めるよう啓蒙していま
す。

㈱ミクニ 尾藤

協会誌「かながわ」、「おだわら」、
安全衛生委員会の議事録は従業
員へメールしております。別途、
所内本棚 2 か所へ冊子にて置い
ています。この本棚には、グルー
プ会社内報、山北町広報、健康
保険ニュース等も置き、従業員へ
の情報共有を行っています。

㈱カネカメディックス 宇田川

工場の正門を入ってすぐのところ
に掲示板による安全成績環境安
全発行の情報紙、安全イベントの
紹介などの広報活動を行うととも
に、従業員からの公募で選出され
た安全標語の最優秀作品を、垂
れ幕にして掲示しています。

三菱ケミカルハイテクニカ㈱ 村山

部会紹介シリーズ 第2弾 わが社の広報活動 担当：広報部会

社内広報誌を活用した情報共有

安全衛生活動の情報共有
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私の散歩道の執筆は、今回で 4 度目になります。毎
回単身赴任何年目と記載しており、現在は 6 年目に突
入してます。京都から小田原に異動した時は、保育園
の年長だった長女が 12 歳になり、長女とは生まれて
ちょうど半分別居生活となりました。5 年前の保育園
の卒園式は、赤ん坊だった娘の成長にとても感動した
のをこの間のように感じます。

先日（5月）妻よりＬＩＮＥで長女が卒業式で着る袴

を決めたと連絡がありました。長
女はこの 4 月に小学 6 年生になっ
たばかりですので、「準備早すぎる
やろ！」と返信しましたが、この
時期から決めて予約しておかない
と選択肢がなくなるようです。来
年の 3 月に卒業を迎えますが、残
りの小学校生活でも素晴らしい思い出を作り、さらに
成長した娘の袴姿を卒業式で見るのが待ち遠しです。
次女も絶賛成長中です。

　　　　　　　　　　（広報部会 　堂前　篤史）

WWWWWWWWWWWWWWWWWWW

小田原地区安全功労者表彰令和 6 年度

小田原ガス㈱
瀬戸 正隆様

日本防蝕工業㈱
藤原 浩様

■表彰者の選考について
　この功労者表彰賞は、３年以上無災害の事業場を要件
として会員事業場より推薦募集し、審議・決定されるも
のです。
今回の２社は、以下の実績／取り組みも評価されました。
①小田原ガス株式会社
　 テールゲートリフター特別教育の実技講習会場提供な

ど講習会運営に貢献。
②日本防蝕工業株式会社
　令和５年 連続無災害記録 第５種を達成。

＊　危険体感講習会
　・８月 29 日（木） 富士フイルム研修センター
＊　保護具着用管理責任者選任研修
　・９月４日（水） 青色会館
＊　届出手続きオンデマンドセミナー
　・９月６日（金） オンデマンド配信
＊　全国労働衛生週間小田原地区推進大会
　・９月６日（金） 青色会館
＊　安全衛生推進者養成講習会
　・９月 10 日（火）､ 11 日（水） 青色会館
＊　職長能力向上教育
　・９月 17 日（火） 青色会館
＊　普通救命救急 I
　・９月 19 日（木） 青色会館
＊　交通 KYT 研修
　・９月 24 日（火） 青色会館

＊　新 KYT 基礎実践研修会
　・７月４日（木） 青色会館
＊　粉じん作業特別教育
　・７月９日（火） 青色会館
＊　玉掛の業務に係る特別教育
　・７月 23 日（火） 青色会館
＊　テールゲートリフターの操作の業務に係る特別教育
　・７月 25 日（木） 小田原ガス
＊　リスクアセスメント研修会
　　～自律的な化学物質管理の導入に向け～
　・７月 30 日（火） 青色会館
＊　研削といし特別教育
　・８月１日（木） 青色会館
＊　職長教育
　・８月６日（火）､ ７日（水） 青色会館
＊　化学物質管理責任者（取り扱い事業場対象）
　・８月 20 日（火） 青色会館
＊　フルハーネス型墜落制止用器具特別教育
　・８月 22 日（木） 青色会館

事務局長　鎌田　光郎　
労働行政の重点課題に、「リ・スキリングの推進と人材確保の支援」が掲げられています。人口減少・高齢

化が進む中、各人の能力向上が求められています。各種スキルアップに向けた学びの場を設定していますので、
是非ご活用ください。

＜７月～９月開催講習会＞

事務局だより


